
1

愛知県岡崎市の住宅地において観察された
蚊類によるヒト刺咬について
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はじめに

わが国において蚊類に刺咬される季節は夏季であるというのは，いわば常識として考えられ
てきた．しかし，都市部を中心に近年アカイエカCulex pipiens pallensの亜種であるチカイエカ
Culex pipiens molestusが地下街や地下鉄のような地下環境の拡大とともに生息地を広げている１）．
さらに，地下は気温や湿度の変化が少ないため，休眠性のないチカイエカは年間を通して繁殖
し，ヒトを刺咬することが報告されている．本種はウエストナイル熱を媒介する蚊類の１種で
ある２）．このウエストナイル熱はアメリカでは1999年にニューヨークで発生し，その後西方
に流行が拡大し５年後の2004年には西海岸まで達しており，大変感染性が高く蔓延しやすい感
染症である．わが国ではこのウエストナイル熱の流行は現在みられないが，もしこの感染症が
侵入した場合，チカイエカによって周年媒介が可能となる恐れがある．ところが，このチカイ
エカはアカイエカと区別することが難しいため，これまでの多くの研究ではアカイエカ群とし
てまとめて報告されてきた３）４）．しかし，両種の間には生息水域の違い，発生期間の違い，
ヒトとその他の動物に対する吸血嗜好性の違い，ウエストナイル熱ウイルスに対する感受性の
違いなど病原体の媒介能力に関連するいくつかの違いが考えられることから，これらを区別し
て検討する必要性がでてきた．これまで外部形態による区別は難しいとされてきたが，複眼の
個眼数による分類方法を用いることで，かなり高い精度で両種を区別できることが明らかにな
り応用されている５）．
一方，著者らは何年かにわたり東海地区を中心に蚊類の発生状況を調査してきた中で，冬季
に蚊に刺咬されることがあるとの情報が寄せられることが何度かあった．その情報が名古屋市
のような地下街や地下鉄が発達している地域からのものであれば，その蚊はチカイエカであろ
うと推察されるが，そのような環境ではなく，いわゆる地方の住宅地域からの情報もいくつか
見られた．このような地域での冬季に活動が見られるアカイエカ群の実態を明らかにすること
は感染症予防上重要であると思われる．その一つである愛知県岡崎市において2006年の年末
から2007年５月に蚊によるヒト刺咬被害の実態とそこで採集された蚊を観察する機会を得たの
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で，その結果をここに報告する．

方法

調査地点は愛知県岡崎市美合町にあるK氏宅である．この住宅の周辺は主に住宅地である．
調査した住宅はこの住宅地域の南端にあたり，南側は幅約30mの草地とそれに続くおよそ
1000m2の林となっている．また50mほど離れた地点におよそ100m2の池があり年間を通して水
がある．
調査期間は2006年12月31日から2007年５月30日の間であり，調査した住宅内部は８畳間，６
畳間，４畳半間および10畳のキッチンの３DKである．蚊による刺咬数はこの住宅内において
男女各１名（夫婦一組）が刺された回数を毎日記録した．さらに，蚊をたたくなどで殺した数
（捕獲数），たたき損ねて逃がした数（捕獲失敗数）を記録した．また，３月31日以後は刺咬
被害が著しく，生活に支障が生じたため蚊帳を使用した．４月下旬からは捕獲失敗数につい
て，その数が多すぎて数えられないため省略した．この期間にヒトを刺咬したり，ヒトに誘引
された蚊の一部は採集し標本として乾燥保存した．
アカイエカとチカイエカの区別は複眼の頭頂部より５列または６列目の個眼数を左右とも数
え，どちらも８個以下のものをチカイエカ，どちらかが９個以上のものをアカイエカと同定し
た６）．
この採集期間後の６月25日に１㎏のドライアイスと吸引式トラップを組み合わせた炭酸ガ
ストラップを高さ約1.5mの軒下に夜間設置し，翌朝捕獲された昆虫類を回収した．ドライア
イスは新聞紙で包み発泡スチロールの箱に入れ吸引式トラップと同じ高さにつるした７）．吸
引式トラップは乾電池で動くCDC型のトラップ（猪口鉄工所，長崎）を使用し，トラップに
ついているランプは取り外し，ドライアイスの誘引効果のみで昆虫類を採集した．採集された
蚊類は乾燥標本とし，後日同定した．この一連の調査とは別に同様のトラップによる採集を
2006年から2007年に名古屋市瑞穂区汐路町において行ったので，そのうちの2006年10月22日と
2007年５月20日に採集されたアカイエカ群についても比較のため両種を区別し同定した．

結果

2006年１月から５月の間の刺咬数，捕獲数および捕獲失敗数を10日間（旬）ごとにまとめて
表１に示した．この表には旬平均気温も付記してある．捕獲された標本で同定可能なものを見
る限り，すべてアカイエカ群（Culex pipiens group）であった．調査期間のすべての月におい
て蚊による刺咬が見られた．１月上旬から３月中旬の期間は旬平均気温が5.2℃から8.5℃であ
り，この時期においても刺咬が見られ，合計刺咬回数は８回であった。これは今回の調査地付
近での冬季蚊に刺咬される頻度は，１人が１ヶ月におよそ１回と推定される。
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この調査期間での蚊の発生消長をまとめるにあたり，捕獲失敗数については調査者の活動状
況の変化や蚊帳の使用などの家屋条件の違い，さらには４月下旬以後のように蚊が多い状態で
のカウント不能などの様々な条件で精度が変動すると思われるため参考データにとどめ，刺咬
数と捕獲数の合計値を発生消長の指標として検討するのが妥当であろうと考えた（表１）．そ
の旬ごとの数値をみると，１月から３月中旬までは０から６の数値で発生量は少ないことが示
された．３月下旬から４月下旬にかけて二桁の数値になり，５月には三桁の数値も見られるほ
どの多い発生量となっている．

個眼数によるアカイエカ群の分類結果を表２に示した．K氏宅で１月から３月の刺咬被害調
査時に採集されたアカイエカ群はすべてチカイエカと同定された．蚊刺咬調査後の2007年６月
25日に同じK氏宅において炭酸ガストラップにより採集されたアカイエカ群９頭のうち１頭の
みがアカイエカで８頭はチカイエカであり，Ｋ氏宅でのアカイエカ群はチカイエカが優占的で
あった．岡崎市での一連の蚊刺咬調査とは別に名古屋市において炭酸ガストラップにより2006
年10月22日に採集されたアカイエカ群は12頭すべてアカイエカであった．2007年５月20日に採
集されたものは10頭のうち６頭がアカイエカ，４頭がチカイエカであり，名古屋市の調査地点

愛知県岡崎市の住宅地において観察された蚊類によるヒト刺咬について

表１  2007年１月から５月における蚊類による刺咬数・捕獲数・捕獲失敗数の変動（愛知県岡崎市）

表２  個眼数によるアカイエカ群の分類

複眼の頭頂部から，５または６列目の個眼数により判定
Ｋ氏宅：愛知県岡崎市美合町
名古屋：名古屋市瑞穂区汐路町

2007 年１月上旬には 2006 年 12 月 31 日のデータを含む
捕獲失敗数については４月下旬以後は多すぎて数えていない
「刺咬＋捕獲数」は発生消長の指標として掲載
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ではアカイエカが優占的であった．サンプル数は少ないがこのように岡崎市と名古屋市の調査
地点でのアカイエカ群には違いが見られ，今回の調査においては岡崎市ではチカイエカが，名
古屋市ではアカイエカが優占的な傾向であった．

考察

蚊による刺咬被害の季節変動に関する報告は，日本脳炎が流行した1950年代にはよくみら
れ，特にこの感染症の媒介蚊であるコガタアカイエカ Cx. tritaeniorhynches による刺咬被害は
重要視された８）．近年の日本脳炎の患者数は年間数人に減少したこともあり９），刺咬被害に
関する報告はほとんどみられない．さらに，アカイエカ群についてはこのような刺咬被害の季
節変動に関する報告がなく，今回の調査で冬季に刺咬された具体的な回数として１人１ヶ月あ
たりおよそ１回と推定されたことは蚊媒介性の疾病予防上大変貴重なデータと考えられる．
アカイエカ群の発生消長はウエストナイル熱予防の一環として近年各地で報告されてい
る10）11）12）．岡崎市と同じ県内の名古屋市における炭酸ガストラップによる発生消長調査では
アカイエカ群は11月以後では採集されていない３）．このような蚊類の季節消長に関する調査
においては多くの場合トラップが使用されるが，設置場所は農地や公園などの野外または公共
施設や民家の軒先など半野外のような環境がほとんどである13）14）15）．さらに，夜間活動性の
蚊の採集ではトラップの設置時間帯はやはり夜間となることが多い．したがって，晩秋から早
春にかけて野外の気温が15℃を下まわり蚊類の飛翔に影響があるような気候条件の時期には，
トラップによる採集では蚊の活動状況を正確に把握することはできないと思われる．今回のよ
うに，冬季に活動する蚊類に関しては，吸血活動のためにヒトに近寄ってくる蚊を採集する方
法や捕虫網を用いたスイーピングなどが有効となる16）．
４・５月には刺咬被害は増加し、調査した住宅でも蚊帳を使用するなどの対策をしている．
この時期は名古屋市などでもアカイエカ群が野外の炭酸ガストラップでも多数捕獲されること
から，通常観察される発生消長と同様な変動と思われる３）10）．
K氏宅で冬季に捕獲された蚊はすべてチカイエカと同定されたことから，ここで冬季に刺咬
した蚊はチカイエカであると考えられる．アカイエカとチカイエカの個眼数の頻度分布には重
なりがあるので，個眼によるアカイエカとチカイエカの区別の精度は100%ではない．今回の
ように複眼の左右の５または６列目の個眼数がどちらも８個以下の個体をチカイエカ，左右の
少なくとも一方の個眼数が９個以上ある個体をアカイエカと判定すると，３から５%の誤同定
が見込まれることが知られている６）．現在最も正確な判定方法はDNAの塩基配列からの同定
結果によるものである17）．しかし，その方法を用いるためには標本を採集後直ちに冷凍保存
するなどDNA保存のための色々な方策が必要である．昆虫類の保存は一般的に乾燥標本であ
るため，採り溜めてある標本について，このDNAによる判定を試みることはかえって精度を
欠く可能性もある．本研究は個眼数による判定を採用した結果ではあるが，同定の精度を考慮
しても岡崎市で冬季に吸血活動をしているアカイエカ群はチカイエカであると考えることは妥
当であろう．このようなチカイエカが冬季に吸血活動するという報告は他の地域でこれまでに
いくつか認められている18）．
蚊類の飛翔可能な温度は一般に15℃以上であるが，この刺咬被害調査をした時期の平均気温
は10℃以下であり，最低気温は通常夜間に見られ０℃から５℃である．したがって，蚊の飛翔
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による移動は夜間には不可能であり，昼間の気温が比較的高い間に行われるものと推察され，
夏季の夜間活動性とは異なる日周活動があると考えられる19）．
一方，沖縄をのぞく日本に生息するほとんどの蚊類について冬季に吸血活動をしているとい

う報告はない．近縁種のアカイエカでさえも短日条件で休眠が誘発されることが知られてお
り，これも冬季には活動しない20）．したがって，チカイエカはそれ以外の蚊類がまったく活
動していない冬季における感染症媒介蚊として注目され，年間通じて疾病予防上その防除対策
も考慮する必要があろう．
今回，岡崎市で冬季に採集された個体すべてがチカイエカであったと考えられることは他の

報告から見ても推測できることではあるが，６月に同じK氏宅で炭酸ガストラップを用い採集
されたアカイエカ群のおよそ90%がチカイエカであったことは，この地域に特にチカイエカが
発生するのに適した条件が整っているものと考えられる．比較のために示された名古屋市で採
集されたアカイエカ群は10月ではその100%がアカイエカであり，５月ではアカイエカ60%，
チカイエカ40%であった．通常，５月から６月には休眠後のアカイエカが活動を始め，生息密
度も高くなることから，名古屋市での採集結果のように野外ではチカイエカとアカイエカが混
生する期間となる．そのような時期においてもチカイエカがほとんどを占めていることは，岡
崎市におけるチカイエカの発生源を詳細に検討する必要があろう．大きな都市での発生源は地
下街や地下鉄坑道の中の水溜りが挙げられるが岡崎市およびその周辺にはそれらの施設は見当
たらない．その他の発生源としては地下水槽，浄化槽などが考えられ，さらに，雨水桝，ビル
の側溝，貯木場などの地上の水溜りからも発生することが観察されている21）．これらの多様
な発生源と思われる環境での幼虫の発生消長や発生密度について調査することで，この地域に
特有のチカイエカ発生源が見つかる可能性もあろう。

要約

愛知県岡崎市内の住宅地域の民家において，2006年の年末から2007年５月に蚊類による刺咬
被害の調査を行った．野外では蚊類が見られない冬季，１月から３月の平均気温10℃以下にお
いても屋内で刺咬被害が観察され，刺咬される頻度は１人１ヶ月およそ１回という具体的な刺
咬被害回数が明らかになった．さらに，岡崎市の場合も他の報告と同様，冬季の刺咬被害はチ
カイエカによるものであることが明らかになった．今回の調査地点でのアカイエカ群の季節的
発生消長は他の地域と比較して大差はないと思われるが，６月の炭酸ガストラップによる採集
結果ではチカイエカが優占的に採集される傾向が認められ，調査地域周辺においてチカイエカ
の特異的な発生源の存在が示唆された．

本研究の一部は平成17・18年度名古屋女子大学特別研究助成によって行われた．
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